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Ｂ
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Ａ
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○
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○
○

○
○

○
○

＜
用

意
＞  ＜

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

は
し

て
あ

り
ま

す
。

①
 →

 ③
の

順
で

進
み

ま
す

＞
①

　
手

指
の

消
毒

を
済

ま
せ

、
順

番
に

並
ぶ

。
②

　
ト

レ
イ

を
と

り
、

は
し

を
受

け
と

る
。

  
  
 

③
　

ご
飯

、
汁

物
を

も
ら

う
。

  
  

　
　

　
・

席
に

つ
い

て
、

お
か

ず
と

飲
み

物
を

ト
レ

イ
に

の
せ

る
。

 
　

　
　

・
お

か
わ

り
を

す
る

時
は

団
体

の
食

事
当

番
に

よ
そ

っ
て

も
ら

う
。

＜
片

付
け

＞
 ＜

食
べ

終
わ

っ
た

方
か

ら
各

自
で

片
付

け
。

❶
→

❻
の

順
で

進
み

ま
す

＞
➊

　
燃

え
る

ゴ
ミ

は
専

用
の

入
れ

物
へ

。
  
  
  
  
  
 

❷
　

残
っ

た
残

飯
、

汁
は

グ
レ

ー
の

バ
ケ

ツ
へ

。
❸

　
箸

は
オ

レ
ン

ジ
の

た
ら

い
へ

。
❹

　
お

椀
、

茶
わ
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を

所
定

の
場

所
へ

。
❺

　
お
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ず

ケ
ー
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定
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場
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へ

。
　

　
　

　
❻
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＊
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時
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マ
ス

ク
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着
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を
＊

混
雑
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避

け
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た
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に
食
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終

わ
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た
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か
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片
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を
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 Ⅴ
 
浴
室
の
利
用
（
入
浴
）
に
つ
い
て
  

  
○
 
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
気
持
ち
の
い
い
入
浴
を
。

 
 
○
 
 
男
女
別
の
表
示
を
確
認
し
て
か
ら
入
室
し
て
く
だ
さ
い
。
＜
男
性
：
青
の
れ
ん
、
女
性
：
赤
の
れ
ん
＞

 

 ◇
 浴
 
室
･･
･Ａ
棟
、
Ｂ
棟
に
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
、
合
計
２
つ
 
 
◇
 設
 
備
…
シ
ャ
ワ
ー
１
０
口
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
・
シ
ャ
ン
プ
ー

 
                 

 
 
◇
 
入
 浴
 の
 マ
 ナ
 ー
 
 

 
 
①
 
浴
室
内
で
は
、
ま
わ
り
の
人
や
次
の
団
体
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

 

 
 
 
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
②
 
湯
船
に
入
る
前
に
、
身
体
の
汚
れ
や
汗
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
③
 
湯
船
に
タ
オ
ル
等
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

 
 
④
 
入
浴
後
は
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
洗
面
器
、
イ
ス

 

 
 
 
を
元
の
位
置
に
も
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

 
 
⑤
 
身
体
を
よ
く
ふ
い
て
か
ら
脱
衣
所
に
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 
 
足
ふ
き
マ
ッ
ト
が
び
し
ゃ
び
し
ゃ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
 

 

 
 
⑥
 
忘
れ
物
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

 
 
⑦
 
節
水
・
節
電
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。
 

Ｂ
棟
浴
室
 

Ａ
棟
浴
室
 

※
足
し
湯
を
す
る
場
合
は
、湯
船
の
蛇
口
か
ら
約
６
０
度
の
熱
湯
が
出
ま
す
。 

 
や
け
ど
を
し
な
い
よ
う
、
ま
わ
り
の
人
も
充
分
気
を
つ
け
て
！
 

 ※
翌
朝
の
そ
う
じ
で
「
マ
ッ
ト
干
し
」
が
あ
り
ま
す
。
御
協
力
を
！

 
 ※
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
御
持
参
く
だ
さ
い
。
 

 ※
使
用
す
る
と
き
は
脱
衣
所
・
研
修
室
の
対
応
コ
ン
セ
ン
ト
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
部
屋
で
使
用
す
る
と
ブ
レ
ー
カ
ー
が
お
ち
ま
す
！
）

 

安
全面
も
考慮
し
、引
率
の方
に
よる
入
浴指
導
や支
援
を行
っ
てく
だ
さい
。 

定
員
：
８
名
 

定
員
：
１
０
名
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Ⅵ
 
 
寝

 具
 類

 に
 つ

 い
 て

 

⚫
 
ふ
と
ん
・シ
ー
ツ
の
し
き
方

 

シー
ツ等

を事
務室

前か
ら、

枚数
を確

認し
ても

って
いき

ます
。一

人あ
たり

「シ
ーツ

２枚
、ま

くら
カバ

ー１
枚」

です
。 

①
一
枚
目
の
シ
ー
ツ
は
、
し
き
布
団
の
上
に
か
け
ま
す
。
 

  
②
二
枚
目
の
シ
ー
ツ
は
、
毛
布
と
か
け
布
団
を
下
か
ら
く
る
み
ま
す
。
 

 
 
③
ま
く
ら
カ
バ
ー
の
中
に
、
ま
く
ら
を
入
れ
ま
す
。
 

 

          ⚫
 
シ
ー
ツ
・
ま
く
ら
カ
バ
ー
の
返
し
方

 

退所
日
の朝

、
部屋

ご
とに

まと
め
て事

務室
前の

所定
のふ

くろ
に返

して
くだ

さい
。

 
シ
ー
ツ

 
は
、
５
回
た
た
ん
で
、
『
緑
の
ふ
く
ろ
』
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 
ま
く
ら
カ
バ
ー

 
は
、
半
分
に
た
た
ん
で
、
『
青
の
ふ
く
ろ
』
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
（原

則、
シー

ツ・
まく

らカ
バー

は、
研修

期間
中は

同じ
もの

をつ
かい

ます
。）

 

皆
さ
ん
の
健
康
と
清
潔
の
た
め
、

 

シ
ー
ツ
は
必
ず
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

皆
さん

は、
シー

ツと
シー

ツの
間
に寝

るよ
うに

なり
ます

。 

シ ー ツ  

緑 の 

ふ く ろ 

青 の 

ふ く ろ 

ま く ら 

カ バ ー 
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⚫
 
寝
具
の
た
た
み
方

 
⚫

 
寝
具
の
し
ま
い
方

 

                         ○
同
じ
た
た
み
方
を
す
る
と
、大

き
さ
と
折
り
目
が
そ
ろ

い
、
き
れ
い
に
た
た
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

※
か
け
ぶ
と
ん
・
し
き
ぶ
と
ん
の
白
い
カ
バ
ー
は
、
は
ず

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

 

部
屋
に
よ
っ
て
寝
具
の
し
ま
い
方
や
枚
数
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

各
部
屋
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
写
真
や
入
所
時
の
様
子
を
参
考
に
整
理
・
整
頓
し

て
く
だ
さ
い
。

 

            

 ○
折
り
目
を
前
に
重
ね
る
と
、
き
れ
い
で
枚
数
の
確
認
が
早
く
で
き
ま
す
。

 
※
退
所
日
の
朝
に
点
検
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
枚
数
が
違
っ
て
い
た
り
、
乱

雑
な
た
た
み
方
・
し
ま
い
方
の
あ
る
場
合
は
、
“
や
り
直
し
”
を
お
願
い

 
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

  
 ※
す
べ
て
の
人
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
「
整
理
・
整
頓
・
清
潔
」
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

 

Ｂ 棟 の し ま い 方  

横
か
ら
見
て
同
じ
向
き
に

 

 か
け
ぶ
と
ん

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  
毛
布

 

 
３
枚

 
２
枚

  
 
１
０
枚

 

  
し
き
ぶ
と
ん

 

 
  

  
  

  
  
ま
く
ら

5
個

 

 
３
枚

 

  
  

  
  

  
 
 
２
枚

 

Ａ
棟
の
し
ま
い
方

 
か
け
ぶ
と
ん
２
枚
ず
つ

 

  

し
き
ぶ
と
ん

 

 
４
枚

 
５
枚

 
５
枚

 

か
け
ぶ
と
ん
２
枚
ず
つ

 
 
ま
く
ら

 

毛
布

 
１
０
枚

 

  ６
枚

 
 
６
枚

 
 
６
枚
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Ⅶ 清掃・点検について 
１ 館内清掃方法一覧 
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２ 清掃分担表 
 

 本日の清掃分担 北毛青少年自然の家 
 

令和   年   月   日    
 

 

使用団体名 
 

 

  Ａ 棟    
１ １号室  １０ Ａ棟浴室         

２ ２号室  １１ １階トイレ(男）  

３ ３号室  １２ １階トイレ(女）  

４ ４号室  １３ １階ろうか・洗面所  

５ ５号室  １４ Ａ棟玄関  

６ ６号室  １５ Ａ棟階段・ロビー  

７ ７号室  １６ ２階トイレ(男）  

８ ８号室  １７ ２階トイレ(女）  

９ 第一研修室  １８ ２階ろうか・洗面所  

※食堂は、利用した度に清掃をお願いします 

  Ｂ 棟     
１９  ９号室  ２６ Ｂ棟浴室  

２０ １０号室  ２７ Ｂ棟トイレ(男）  

２１ ﾘｰﾀﾞｰ室１  ２８ Ｂ棟トイレ(女）  

２２ ﾘｰﾀﾞｰ室２  ２９ Ｂ棟玄関  

２３ １１号室  
３０ 
Ｂ棟階段・ロビー 
Ａ・Ｂ棟連絡通路 

 

２４ １２号室   

２５ 第二研修室  ３１ ２階ろうか・洗面所  

 

３２ 
体育館 

（トイレ・玄関含む） 
 

３４ つどいの広場  

３５ 営火場(灰等)  

３３ 体育館連絡通路     

ゴミは事務室前の指定のゴミ箱へ 
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３ 宿泊棟点検表 
 

Ａ・Ｂ宿泊棟事前点検表   月  日（ ）～  月  日（ ） 
  
団 体 名：                                         
  
点検責任者：                                         
 退所前に以下の項目について事前点検をお願いいたします。「点検」欄に✔を入れながら御確認の上、点検
終了後、このカードを事務室にお持ちください。職員が一緒に退所点検をさせていただきます。 

 No 点    検    項    目 点検 

宿
泊
室 

１ ゴミやほこり等はないか  

２ 布団等の寝具は、写真のように整頓されているか  

３ ゴミ箱のゴミは捨ててあるか  

４ 照明・エアコンのスイッチは切ってあるか  

５ 掃除用具は整頓されているか  

お
風
呂 

１ 湯舟やタイル等は汚れていないか  

２ かご・おけ・椅子等は整理されているか  

３ ゴミ箱のゴミは捨ててあるか  

４ 照明・エアコンのスイッチは切ってあるか  

５ マットは干してあるか  

６ 掃除用具は整頓されているか  

ト
イ
レ 

１ 便器や床等は汚れていないか  

２ サンダルは揃えてあるか  

３ ゴミ箱のゴミやサニタリーボックスの中身は捨ててあるか  

４ 照明・暖房のスイッチは切ってあるか  

５ トイレットペーパーの補充は十分か  

廊
下
・
ロ
ビ
□ 

１ ゴミやほこり等はないか  

２ ゴミ箱のゴミは捨ててあるか  

３ 照明・エアコンのスイッチは切ってあるか  

４ 掃除用具は整頓されているか  

５ 書棚・将棋・囲碁等は整頓されているか  
    
 ※使用した部屋に○をつけてください                                  

  Ａ棟 ： １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  １研 

  Ｂ棟 ： ９  10   11  12  ﾘｰﾀﾞｰ室１  ﾘｰﾀﾞｰ室２  ２研 
 

 

 
 北毛青少年自然の家では、御利用する皆様が気持ちよくお使いになり、宿泊環境（設備、衛生、生活）

を良好に保てるよう、以下の点につきまして、御協力をお願いいたします。 

（１）利用の前に 

 ①自然の家職員より利用方法等について説明します。 

 ②避難経路、清掃用具の保管場所を御確認ください。 

 ③「来た時よりも美しく」を心がけるよう、御指導ください。 

（２）利用の後に 

①布団は押入に、当所指定のたたみ方のとおりにたたんでお返しください。（部屋の写真のようにお願いします） 

②研修室、体育館を使用した場合は、その都度清掃してください。 

③退所する前に、右の点検項目のチェックをお願いします。 

④持ち込んだゴミは持ち帰りでお願いいたします。 

 ※事務室にてゴミ袋（１枚１００円）をお買い求め頂ければ、燃えるゴミはこちらで処分いたします。 

⑤宿泊室や使用した場所の忘れ物の確認をお願いいたします。 
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Ⅷ 野外活動について 
１ キャンプファイヤーについて 
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２ テント泊について 
（１） 宿泊準備  
・管理棟からドームテント、銀マット（テントマット)を運びます。 

・テントマットはテント一張に３枚使用します。 

・すのこはテント一張に３枚使用します。すのこのある場所は所員に御確認くださ 

い。 

・テント等は団体の都合のよい時刻（明るいうち）に運び、設営してください。 

・緊急時は、毛布を貸出します。 

（２）テントでの過ごし方  
・出入口は、開けっ放しにすると虫が入りますので気をつけてください。長時間テ

ントから離れる時には、出入口のファスナーはしっかりと閉めてください。   

・トイレは、キャンプ場のトイレを使用してください。 

・テントを支えるロープに足を引っかけないように注意してください（特に夜間）。

また、テントサイトは滑りやすいので、走らないでください。 

（３）後片付け 
・ドームテント、銀マット（テントマット）、すのこ等の返却方法は、職員の指示

に従ってください。 

・テント等破損した物品がある場合は、必ず職員に申し出てください。 

・使用したサイト、炊飯棟、トイレ等の清掃をお願いします。また、「キャンプ場

事前点検表」により必ず引率者が最終確認をしてください。最終確認後、職員に

「キャンプ場事前点検表」を渡してください。職員が一緒に使用場所と用具の確

認をさせていただきます。 

 

※貸出テントは「ドームテント」を基本としますが、Ａ型テントを希望する場合は御

相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 【参考：持ち物について】 
生活上必要なもの 
 ① 上履き（館内履き） 

 ② 洗面・入浴用具（タオルなど） 

 ③ 健康保険証（コピーでも可） 

 ④ パジャマなど 

 ⑤ 常備薬 

登山に必要なもの 
 ① 長そで・長ズボン 

 ② 軍手 

 ③ 帽子 

 ④ 弁当・水筒 

 ⑤ 雨具 

 ⑥ タオル  

野外活動に必要なもの 
 ① 雨具 

 ② 防虫スプレー(無香料) 

 ③ 帽子 

 ④ 長そで・長ズボン 

（虫さされ対策として）など 

テント泊に必要なもの 
 ① 寝袋 

 ② 防虫スプレー（無香料） 

 ③ 懐中電灯 

  ※ 防寒対策をしっかりしてくださ
い。 

野外炊飯に必要なもの 
① 軍手（ゴムのついていないものがよい） 
② 手拭き用タオル  
③ 食器・鍋などを拭く布巾又はタオル 
④ 長そで・長ズボン（火傷対策として） 
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３ キャンプ場点検表 

キャンプ場事前点検表      月  日（ ）～  月  日（ ） 
  
団 体 名：                           
 
点検責任者：                           
 退所前に以下の項目について事前点検をお願いいたします。「点検」欄に✔を入れながら御確認の上、点
検終了後、このカードを管理棟または事務室の職員に渡してください。職員が一緒に退所点検をさせていた
だきます。 

 

 No 点    検    項    目 点検 

サ
イ
ト 

１ ゴミ等は散らかっていないか  

２ テントで使用したペグは残っていないか  

３ 余分な穴、溝はないか  

炊
飯
棟 

１ 炭、灰は片付け、流しは拭いてあるか  

２ ゴミの処理はできているか  

３ 冷蔵庫内はきれいになっているか  

４ 忘れ物はないか  

ト
イ
レ 

１ 便器や床等は汚れていないか  

２ トイレットペーパーの補充は十分か  

３ 清掃用具は整頓されているか  

テ
ン
ト 

１ テントに破損はなかったか  

２ 職員に指示された方法でテントや すのこ を返却したか  

借
用
物
品 

１ なべや飯盒などの すす はきれいにおとしたか  

２ 職員に指示された方法で食器類を返却したか  

３ 使用したもの（借用物品等）は元通りにしてあるか  

 北毛青少年自然の家キャンプ場では、御利用の皆様が気持ちよくお使いになり、環境（設備、衛生、生活）を良好に

保てるよう、以下の点につきまして、御協力をお願いいたします。 

（１）御利用の前に 

 ①自然の家職員より利用方法等について説明します。（安全管理、テント、食器、用具 等） 

 ②「来た時よりも美しく」を心がけるよう、御指導ください。 

（２）御利用の後に 

 ①食器、用具などは、きれいにしてお返しください。（特に飯盒の底の焦げ付き、鍋のまわりの黒いすす） 

  ※鍋・飯盒をクレンザー等でコーティングしてから使用するとすすがよく落ちます。 

 ②炊飯棟を使用したら、「テーブル、流し、かまど」をきれいにしてください。 

  「炭、灰」はＢ棟トイレ横の灰捨て場に捨ててください。 

 ③トイレの掃除をしてください。（トイレットペーパー、サニタリーボックスの袋は管理棟にあります。） 

 ④ゴミは持ち帰りでお願いいたします。 

  ※事務室にてゴミ袋（１枚１００円）をお買い求めいただければ、燃えるゴミはこちらで処分いたします。 

 ⑤使用場所の忘れ物の確認をお願いします。 
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４ ナタの使い方について 

ナタの使い方 
 ナタは、間違った使い方をすると大ケガをする可能性があり、とても危険です。説明を

よく聞いて正しく使いましょう。 
 

① 平らなところにマキ割り台(丸太)を置き、近くに人がいないこ

とを確認する。 

○注石など硬いものに刃があたると刃が割れてしまうので必ずマ

キ割り台の上でマキ割りをしてください。 

      マキ割り台(丸太) 

② きき手は素手、反対の手に軍手を二重にしてはめる。 

 ○注軍手をしたままナタを握るとすべって危険です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          （良い例）              （悪い例） 

③ マキの中央に斜めにナタをそっと置く。 

  ○注ナタを振りおろしてはいけません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （良い例）マキの中央に斜めに    （悪い例）マキの中央でなく刃が傾いている 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     （良い例）斜めに刃をおく    （悪い例）水平におくと刃が入りにくい 
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④ マキを持った手でマキを持ち上げ、そっと落とす。 

  ○注ナタを持った手に力を入れて持ち上げるとナタとマキが離れてしまい危険です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （良い例）            （悪い例） 
     ナタとマキが離れていない     離れている→手の方に刃が落ちてくる可能性あり 

 

⑤ ２～３回繰り返し、ナタがマキから離れなくなった 

 らマキを持っている手を離し、両手でナタを持つ。 

○注いつまでも刃物の下に手をおいておくとケガの元です！ 

 

⑥ 少し強めにナタを打ち込む。 

 

 

⑦ マキの割れ目が半分以上になったらナタを持っていない方の手で上からマキがぐら 

つかないようにしっかり押さえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

           

                       ↑ 
⑧ ナタを持っている手を外側にひねる。ぱりっと割れます。 

 

みなさんが割ってはいけないマキ→→→小学生の力では割りにくく危険です。 

○厚さが３㎝以上あるもの         ○
ふし

節があるもの 
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５ カレーづくりのてびき 

 

 
＜カレー作りの流れ＞ 
１，研修室等でカレー作りの説明を北毛職員から聞く 
２，必要な荷物を持って炊飯棟へ行く 
３，各係で協力してカレーを作る 
※１班はおよそ４～６人(班は、通し番号で！）  
係・人数 主な作業 

【火の係】 
 

班で１～２人 

１ 管理棟前から「なたのかご（棟で１つ）」を運ぶ。 
２ まき小屋から「まき（班で１束）」を運ぶ。 
３ なたでまきを割る。（細いたきぎを１５本位作る） 
４ 指定されたかまどで、たきぎにマッチや新聞紙を使って火をつける。 
５ マキをくべながら、火力を調整し調理する。 

【お米の係】 
 

班で２人 

１ 管理棟の食器庫からはんごうをとり、人数分のお米をもらう。 
２ お米をといで、水を入れる。 
３ クリームクレンザーをはんごうにぬる。 
４ 火にかけ、ごはんを炊く。ごはんが炊けたら火から下ろし蒸らす。  
５ ごはんを盛り付ける。 

【カレー係】 
 

班で２人 

１管理棟の前から「調理用具と野菜・肉・ルーの入った青いかご（班で１つ）」を各
炊飯棟に運ぶ。 
２ なべの準備(クリームクレンザーをなべの外側にぬる)。 
３ 野菜と肉を切ってなべに入れ、水を入れて煮込む。 
４ ジャガイモがやわらかくなったら、ルーを入れる。※素早くかき混ぜる。 
５ カレーを盛り付ける 

 
※食器の係 
各炊飯棟で３～４人 

○ 管理棟の前から、「カレー皿の入ったカゴ」と「洗剤・スポンジなどが入った黄色いカゴ」
を各炊飯棟に運ぶ。 

 
４，おいしくいただきましょう 
５，片付け ※ススのついていない食器は、液体洗剤 と あみスポンジ で洗う。 

はんごうやなべなどのススのついたものは、粉クレンザーとみどりのスポンジで洗う。 
係・人数 主な作業 

【火の係】 
 

１ 余った「まき」や「針金」は「まき小屋」へ返す。 
２ 管理棟の脇にある一輪車を使って、かまどの灰や炭を灰捨て場（Ｂ棟トイレ脇）
に捨てる 
３ かまどや床をほうきではく。 
４ 使用した道具を片付ける。  

【お米の係】 
１ はんごうを洗う。 
２ ふきんで水気をしっかりふき取る。 
３ はんごうを管理棟に返す。（北毛職員によるチェックあり） 

【カレー係】 
 

１ なべや使用した道具を洗う。 
２ ふきんで水気をしっかりふき取る 
３ なべや使用した道具を管理棟に返す。（北毛職員によるチェックあり）   

※手の空いた人 

１ カレー皿やスプーン、まな板やボールなど使用した道具を洗う。 
２ カレー皿などは、ふきんで水気をしっかりふき取る。 
３ カレー皿など使用した道具を管理棟に返す。（北毛職員によるチェックあり） 
４ 流しやテーブルをきれいにする。 
５ 流しのゴミをゴミ袋に入れて、管理棟に持って行く。 

 ※ 後片付け終了後、各テントサイトの『トイレ清掃』(ゴミ等を掃く・拾うなど）をお願いします 

各係の詳しい作業内容は「カレー指示書（当日お渡しします）」や「カレー動画」を御覧ください。 
「カレー指示書」は北毛のホームページからダウンロードできます。 
「カレー動画」は、Youtube 群馬県公式チャンネル tsulunos にあります。北毛のホームページから
リンクできます。※事前に見ておくと活動内容がイメージしやすくなります。 

服装：必ず長ズボンで！ 
   エプロン、三角巾、マスク 
軍手はゴムのついていないもの 
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みんなで自然を楽しみな
がら、素敵な思い出を作っ
てね。 

６ ウォークラリー 
◆ウォークラリーとは◆ 
 グループごとに、途中のチェックポイントで様々な課題を解決しながら自然の中を歩き、決められた時間に帰って
くることを目指す「野外レクリエーションゲーム」です。 

◆主な活動内容◆ 
①各グループは、コマ図とワークシートを持って、時間差をつけて出発します。 
②道の分岐点では、コマ図で正しい道を確認しながら進みます。 
③コース中には５つのチェックポイント（ＣＰ）があります。そこで与えられた課題を解決しながら進みます。 
④できるだけ設定タイムちょうどの時刻にゴールします。 
⑤ゴール後に「観察テスト」をします。 

◆得点及び順位の決定◆ 
合計200点満点で、最も高い得点をとったグループの優勝となります。内訳は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 

◆服装と持ち物◆ 
・長ズボン   
・えんぴつ（班で 1本） ・雨具   ・防寒着  ・水筒      
※黒っぽい服装は避けてください。 
 

【コース全体図：下見用です。※児童生徒には印刷配布しないでください】 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●タイム得点（100点） 
 設定タイムちょうどの時刻
にゴールできたら100点です。
はやすぎても遅くてもその時
間差に応じて減点されます。 
 

●CP得点（60点） 
 ５つのCPの課題をすべてク
リアして50点＋ゴールパフォ
ーマンス10点、合計で60点で
す。ゴールパフォーマンスは
学校の先生に採点していただ
きます。 

●観察テスト（40点） 
 コース中に「観察コーナー」
があります。そこで見た景色
や看板から問題が出ます。 
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【コマ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コマ図やワークシートは当日お渡しします。事前に児童生徒への配布は不要です。】 
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７ ハイキングビンゴ 

 
○カードの問題は季節によって変更で

きます。 

【例】 

    

 

 

 

 

 

 

 

○利用団体の実情に応じて独自の問題

やミッションを入れることも可能で

す。 

【例】 

・○○先生のサインをもらおう。 

・ 

    

○３．９ｋｍコースと６．０ｋｍのコ

ースがあります。 

 

参考：６．０ｋｍコース地図 

      ↓ 

【カード例】 
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８ ミニロゲイニング 
 

◆ミニロゲイニングとは◆ 

  グループで地図を読み取りコース内を回り、地図に示されたポイントや写真の場所を探しだす「野

外レクリエーション」で、協調性、計画性、判断力を身に付けることをねらいとしています。 

所要時間：120 分程度 、対象；中学生以上 

人数：１グループ４～８人程度・グループ数制限なし 

 

◆ルール◆ 

 ・90 分で地図上の 15個のポイントと３つの写真をできるだけ多く探し出す。 

 ・探し出すポイントはどの順番でもよい。 

 ・全部のポイントに行かなくて良いが、必ずポイント 50には行くこと。ポイント 50 ではクイズが 

出て、正解すると 20 点ボーナスポイント。 

 ・ポイントにアルファベットが書いてあるので、地図の記入欄に回答する。 

 ・ポイントの記号、写真の文字、クイズの合計得点で競う。  

  （ポイント 15個×10 点）＋（写真３つ×10点）＋（クイズ 20点）＝200 点  

 ・時間に遅れたら 1分につき 5ポイント減点 

 

◆服装と持ち物◆ 

・長ズボン、えんぴつ（班で 1本）、時計、帽子、水筒、雨具、防寒着等 

  ※黒っぽい服装は避けてください。 

 

◆活動の流れ◆ 

時間 内容 備考 

15 分 説明 同時進行で先生方への説明を行う。 

先生には各ポイントへ移動してもらう。 

90 分程度 活動 
 

15 分 振り返り 答え合わせ、点数発表、振り返り。 

  

 

【地図・解答用紙 ※児童生徒には印刷配布しないでください】 
 

 

 

 

 ミニロゲイニング解答用紙 

（１）各ポイントに書かれているアルファベットを記入しよう 

㉛ ㉜ ㉝ ㉞ ㉟ 

㊱ ㊲ ㊳ ㊴ ㊵ 

㊶ ㊷ ㊸ ㊹ ㊺ 

㊻ ㊼ ㊽ ㊾ ㊿ 

（２）ABCにあてはまる文字を記入しよう 

A B C 

 

（３）ポイント５０で出されたクイズの答えを記入しよう 

 

 

      班         合計          点 
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９ ビジュアルオリエンテーリング 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題用紙の写真は季節によって変更します。※児童生徒には印刷配布しないでください 

 

【カード例】 

ビジュアルオリエンテーリング流れ 

 

（１）説明 １０分 

・場所 外、体育館など 

 

（２）活動 ８０分 

・写真の場所を見つける 

・芸術の森（Dサイト）で 

景色、音、におい、などから五・七・五を考える 

・時間厳守で出発場所へ戻る 

 

（３）五・七・五発表 １５分 

・一人ずつ五・七・五の発表 作品の解説も行う 

・グループで一人代表を決める（人数によっては省略） 

 

（４）まとめ・振り返り １５分 

・各グループの代表者が五・七・五発表 

・結果発表 

・振り返り 

 

先生方へのお願い 

・芸術の森での時間計測 

・Aサイト、Bサイトから 

みどりの村キャンプ場に入らないように声掛けをする。 

 

芸術の森で五・七・五の作品

を作ろう！ 
 

・芸術の森で自然から感じられたことを五・七・五で表現してみよ

う。 

・人それぞれの見方や感じ方で自然を味わおう（近づく、立ち止ま

る、においや音、上を見る、下を見るなど） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

たて書きでも横書きでも OK です。 
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１０ 小野子山登山コース 
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Ⅸ　学校関係プログラム例
1　日帰り ２　１泊２日

例１ 例２ 例１ 例２
１日目 ２日目 １日目 ２日目

6:00 6:00 起床 6:00
6:30 6:30 朝のつどい 6:30 起床
7:00 7:00 清掃 7:00 朝のつどい
7:30 7:30 朝食 7:30 朝食
8:00 8:00 8:00 清掃
8:30 8:30 荷物整理 8:30 荷物整理
9:00 入所式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ ぐんま天文台 9:00 入所式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 9:00 入所式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
9:30 ウォークラリー 9:30 ウォークラリー 野外炊飯（カレー） 9:30 登山 野外炊飯（カレー）

10:00 （ハイキングビンゴ） 10:00 （ハイキングビンゴ） 10:00 (往復コース) または
10:30 10:30 10:30 クラフト
11:00 11:00 11:00
11:30 入所式・オリエンテーション 11:30 11:30
12:00 昼食（弁当持参） 昼食（注文） 12:00 昼食（弁当持参） 昼食（カレー） 12:00 昼食（弁当持参） 昼食（カレー）
12:30 12:30 ※入所式を昼食後に 12:30
13:00 クラフト クラフト 13:00 　するパターンもあります。 13:00
13:30 または 13:30 クラフト 退所式 13:30 退所式
14:00 ウォークラリー 14:00 14:00 下山
14:30 14:30 ぐんま天文台 14:30 ※入所式を登山後に ぐんま天文台
15:00 15:00 15:00 するパターンもあります。

15:30 退所式 退所式 15:30 15:30 レクリエーション
16:00 16:00 16:00
16:30 ※天文台を午後に 16:30 (ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ安全指導) 16:30 (ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ安全指導)
17:00 利用しても可 17:00 17:00
17:30 17:30 17:30
18:00 18:00 夕食 18:00 夕食
18:30 18:30 18:30
19:00 19:00 ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ 19:00 ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ
19:30 19:30 または 19:30
20:00 20:00 ぐんま天文台 20:00 入浴
20:30 20:30 入浴 20:30 星空観察（天文台職員講師）
21:00 21:00 21:00
21:30 21:30 就寝準備 21:30 就寝準備
22:00 22:00 就寝 22:00 就寝
22:30 22:30 22:30

例３ 例４
１日目 ２日目 １日目 ２日目

6:00 起床 6:00 ※
6:30 朝のつどい 6:30 起床
7:00 清掃 7:00 朝のつどい
7:30 朝食 7:30 朝食
8:00 8:00 清掃
8:30 荷物整理 8:30 荷物整理
9:00 9:00 入所式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
9:30 野外炊飯（カレー） 9:30 ウォークラリー 野外炊飯（カレー） ※
10:00 ぐんま天文台 10:00 （ハイキングビンゴ）
10:30 10:30
11:00 11:00
11:30 11:30
12:00 昼食（弁当） 昼食（カレー） 12:00 昼食（弁当持参） 昼食（カレー）
12:30 12:30
13:00 入所式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 13:00
13:30 ウォークラリー 退所式 13:30 クラフト 退所式 ※
14:00 または 14:00
14:30 クラフト 14:30
15:00 15:00
15:30 15:30
16:00 16:00
16:30 (ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ安全指導) 16:30 (ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ安全指導) ※
17:00 17:00
17:30 夕食 17:30
18:00 18:00 夕食
18:30 ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ 18:30 ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ
19:00 19:00
19:30 19:30 ※
20:00 入浴 20:00 入浴
20:30 星空観察 20:30
21:00 （天文台職員講師） 21:00
21:30 就寝準備 21:30 就寝準備
22:00 就寝 22:00 就寝
22:30 22:30

２泊３日より長期になる場合にも
対応できます。
プログラム例については職員に御
相談ください。

ここには記載しておりませんが、
八ッ場ダム見学等を実施している
学校もあります。
学校の実態に応じて北毛青少年自
然の家以外の場所での活動をして
いただいても問題ありません。

利用人数の多い学校は、入浴等一
つ一つの活動において時間が多く
かかります。
余裕を持ったプログラムを作成し
てください。

プログラムの詳細については、北
毛職員との打ち合わせ時に決定し
ていきます。

前後入所の学校・団体のプログラ
ムによっては、活動内容の変更等
をお願いする場合もあります。

※入浴の順番待
ちの時間で星空
観察をすること
もできます。天
文台職員にお問
い合わせくださ
い。
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　別記様式第１号（第３条関係）

　群馬県立北毛青少年自然の家所長　様

（申込者）

〒 

　次のとおり使用させてください。

時から 時まで

９号室

( 昼 ・ 夜 ) ( 昼 ・ 夜 ) ( 昼 ・ 夜 )

 （炊飯棟： Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ） （サイト： Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ）
 （テント張数　　　　　　　　　張）

○申請に当たっては、次の内容を誓約の上、□にレを記入してください。

□ 　自己または自己の団体の役員等は、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律
(平成３年法律第７７号)第２条第２号に規定する暴力団員(同条第６号に規定する暴力団員をいう。
以下同じ。）又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者(以下「暴力団員等」という。）
には該当しません。

＊　群馬県では、事業から暴力団等を排除するため、申請者に暴力団等でない旨の誓約をお願いして
います。また、群馬県警察本部に照会する場合があります。この様式に記載された個人情報は、本
事務の目的及び本事務から暴力団等を排除する目的以外には使用しません。

注　「甲類」とは高校生以下の者（これらに準ずると知事が認めた者を含む。以下同じ。）及びその引率者を含む
団体、高校生以下の者及び指導者（高校生以下の者を指導する者をいう。以下同じ。）を含む団体又は
指導者の団体であって、営利を目的としないものをいい、「乙類」とは甲類以外のものをいう。

備　　　考

使用人員

(○印を)

甲　　類

乙　　類

キャンプ場

(使用時間)

使用施設

８号室

グラウンド

１号室 2号室 ３号室 ４号室

10号室

体育館

12号室

第１研修室 第２研修室

５号室 ６号室

・　　・

担当者所　　　員指導係長管理係長所　　長

７号室

リーダー室211号室

群馬県立北毛青少年自然の家使用申込書

利　用　者 引率者・指導者
計区　　　分

男 女 男

リーダー室１

団 体 名

フ リ ガ ナ

生 年 月 日

所 在 地 ( 住 所 )

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

使用責任者氏名

使用目的

使用日時

県外者

県
内
者

高校生以下又は
これに準ずる者

女

電 話 番 号

計
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　別記様式第３号（第６条関係）

　群馬県立北毛青少年自然の家所長　様

（申込者）

〒 

　次の理由により使用料を減免してください。

時から 時まで

９号室

( 昼 ・ 夜 ) ( 昼 ・ 夜 ) ( 昼 ・ 夜 )

 （炊飯棟： Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ） （サイト： Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ）
 （テント張数　　　　　　　　張）

規則第６条１項 号適用※

使用料 円
注　太枠線内のみ記入してください。
※　規則第６条１項の減免基準

１　県が主催し、又は共催する事業に使用するとき。
２　県内に在住する保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校もしくは特別支援学校又はこれらに
　　準ずると所長が認めた学校等（以下「学校」という。）が教育活動として使用するとき。
３　県内に在住し、又は県内に所在する学校に通学する高校生以下の者又はこれに準ずると所長が認めた者が、
　　和室又はキャンプ場を使用するとき。
４　身体障害者手帳、療養手帳（同種の手帳を含む。）又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者及びその
　　介護者一名が和室又はキャンプ場を使用するとき。
５　前号に掲げるもののほか、所長が特別の理由があると認めたとき。

所在地 (住所 )

電 話 番 号

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

使用目的

使用日時

群馬県立北毛青少年自然の家使用料減免申請書

団 体 名

フ リ ガ ナ

使用責任者氏名

生 年 月 日

使用人員

区　　　分
利　用　者 引率者・指導者

計
男 女 男

乙　　類

女

県
内
者

甲　　類

高校生以下又は
これに準ずる者

計

県外者

１号室 2号室 ３号室 ４号室 ５号室 ６号室 ７号室 ８号室

所　　長 管理係長 指導係長 所　　　員

(使用時間) 第１研修室 第２研修室 体育館 グラウンド

(○印を)

#N/A

・　　・

減免基準

適　　　応

担当者

使用施設 10号室 11号室 12号室 リーダー室１ リーダー室2

キャンプ場

理　　　由
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通常プログラム 雨プロ 通常プログラム 雨プロ 通常プログラム 雨プロ

6:00 起床

6:30 朝の集い
6:45 清掃

7:30 朝食

9:00 研修

12:00 昼食

13:00

13:30 研修

18:00 夕食

19:00 研修

20:30 入浴

21:30 就寝準備

22:00 消灯

※施設入所時のオリエンテーション（利用説明約１５分）と、毎朝の清掃を設定してください。

標準生活時間

団体名 記入者氏名

３日目

　研　修　プ　ロ　グ　ラ　ム

時刻 時刻 時刻
１日目 ２日目
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名

名

区分

　

日 日 日 日

1

2

3

4 　

5 　

6 　

7 　

8 　

9 　

10 　

11 　

12 　

13 　

14 　

15 　

16 　

17 　

18 　

19 　

20 　

21 　

22 　

23 　

24 　

25 　

女性

女性

男性

利用人数　計
男性

うち宿泊数

3日目 4日目
備　　　考

(留意事項)

指
導
者

そ
の
他

県
内

県
外

1日目 2日目小
学
生

中
学
生

高
校
生

大
学
生

他
学
生

勤
労
青
少
年

代
表
者
等

利用者氏名 男 女

未
就
学
児

■代表者（責任者）の方は◎を、引率者の方は○を付けてください。

↓
←どちらかに〇→ ←　　　　　　■あてはまる箇所に○　　　　　　　→ ←どちらかに〇→

■各日の宿泊者・日帰り者が分かるようにチェックをして ください。
 宿泊する人…○ ・退所する人・日帰りの人…△性別 利用者区分 居住地

使用予定施設 ←自動入力されます

そのうち減免対象施設 ←自動入力されます

減免希望の有無 減免の理由

規則第６条１項の減免基準 ←自動入力されます

利用期間
から

女性 まで

最      大
利用人数

男性
合計 名

研　修　参　加　者　名　簿
記入日 令和　　年　　月　　日

団 体 名 記入者氏名
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　★ごはん大盛の有無　記入なしの場合は通常の量になります。

時 分 時 分 時 分

時 分 時 分 時 分

時 分 時 分 時 分

人 ×

人 ×

人 × 時

時

時

【領収書の宛名】複数枚になる場合は領収書ごとの人数をお書きください。

時　　刻

【野外炊飯等メニュー】  ※ カレー、パック弁当、登山弁当は□にチェック　※お茶、おにぎり（梅、シャケ）等を注文する場合は通信欄にお書きください。

/

班

□ カレー　500円

班

食　　数
(作業開始時刻）

中学生以上

合　計

人分

人分

【食事時間】朝食7:30～8:30、昼食12:00～13:00、夕食18:00～19:00　（左記以外の時間帯は相談ください）

【支      払】ｻﾝﾓｰﾙひさごへ現金で最終納品時に釣銭が出ないようにお支払ください。※口座振込を希望するときは、事前にｻﾝﾓｰﾙひさごへ相談ください。

【変更取消】キャンセルはわかり次第、ｻﾝﾓｰﾙひさごへ連絡してください。
　　　　　　キャンセル料は食事の提供日毎に２日前から発生し、
　　　　　　２日前から前日の正午までは予約料金の50％、前日の正午以降は料金の100％となります。

班

月 日 メ　　ニ　　ュ　　ー

/ □ パック弁当 600円
　Ａ又はＢをお選びください。

AまたはB

飲物

小学生以下

/
合　計

A,B,C

から選択

飲物

月 日 朝　食 昼　食 夕　食
左　の　内　訳 値段

【朝食】
小学生以下
　　550円
中学生以上
　　600円
【昼食】
小学生以下
　　650円
中学生以上
　　700円
【夕食】
小学生以下
　　930円
中学生以上
　　980円

ごはん大盛り
を希望の場合
は★にご記入
ください。

【参考】
通常のごはんの重さ
小学生以下200ｇ
中学生以上250ｇ

小学生以下

A,B,C

から選択

飲物

朝　食 昼　食

小学生以下

【基本メニュー】食事数を記入してください　※食事は弁当形式になります。（ご飯、汁物、おかずが別々で届けられます。）

　　※夕食のみ食事メニューのＡ・Ｂ・Ｃの中から選択できます。（全員同じメニューにしてください。）

　　　また、夕食の飲物をオレンジ、アップル、グレープから選択できます。太線□の中にご記入ください。

②変更 ｻﾝﾓｰﾙ
ひさご

FAX 0278-24-5556 Ｆ   Ａ  Ｘ 

　　　夕食の人数を記入する欄の二重線の□の中にＡ・Ｂ・Ｃの記入をお願いします。

令和　　年　　月　　日

①変更 変更 TEL 0278-24-5555 Ｔ   Ｅ   Ｌ

初回 TEL 0279-63-2004 申込担当者

令和　　年　　月　　日

団   体   名

申込日

食　事　申　込　書
（ 1 ヶ 月 前 ま で に 提 出 ）

北毛青少年自然の家 ｻﾝﾓｰﾙひさご

日付 ／ 日付 ／

確認印 確認印

令和　　年　　月　　日
北毛 FAX 0279-63-2873 住　      所

夕　食

【通信欄】 食物アレルギーの有・無、アレルギーの食材（例：たまご）、数の変更等の相談
　　　　　　上記メニュー以外の注文等はこちらにお書きください。
　　　　　　※食物アレルギー有の場合はアレルギー担当者のお名前もお書きください。
　　　　　　　また、団体（学校）から別紙「アレルギー連絡票」（ホームページからダウンロード）を直接ｻﾝﾓｰﾙひさごへFAX送付していただき、
　　　　　　　アレルギー対応（代替食、除去等）の相談をお願いします。ご不明点は直接ｻﾝﾓｰﾙひさごに電話(平日10:00～16;00)ください。

/
合　計

A,B,C

から選択

/ 登山弁当（おにぎり２個・おかず）　500円
　中身の具は（梅、シャケ）になります。□

/

　　大盛50ｇ増：50円増、大盛100ｇ増：100円増

中学生以上

中学生以上
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年 月 日

あて

１．

２．

３． 年 月 日 ～ 月 日 （ 泊 日 ）

４．

５．

６． － －

７．

８．

※以下は記入しないでくさい

その他連絡事項等

連絡者電話番号

キャンセル理由

担当

　．　　．

所　　員

令和

        群馬県立北毛青少年自然の家　キャンセル届

代表者氏名

団体名 

群馬県立北毛青少年自然の家所長

利用内定日

連絡者氏名

連絡者住所

所　長 管理係長 指導係長
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